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　高精度を求めないアナログ演算回路は，安価かつ
簡単でそこそこ高速なため，時々使われます．ここ
では，それほど精度を求めないアナログ演算回路を
紹介します．
　最近の主流は，アナログ信号をA-D変換してか

● OPアンプと抵抗，コンデンサで作る高インダク
タンスのコイル
　コイル（インダクタ）は，スイッチングすると大きな
逆起電力を発生したり，過電流ですぐ飽和したり，実
装すると周辺に磁束を撒き散らかしたりして，あまり
人気のある部品ではありません．
　高インダクタンスが必要な場合，高透磁率コア材は
非線形性が強いため高精度のコイルは難しいです．
　このコイルを，抵抗とコンデンサと増幅器（能動素
子）を使って電子回路で実現したのが，シミュレーテ
ッド・インダクタです．IC内部でもフィルタなどで
使用されているようです．高性能なコイルでも得にく
い高インダクタンスを実現できます．
　GIC（Generalized Impedance Converter）回路は一
般化インピーダンス変換回路とも呼ばれていて，その
回路構成を図5−1に示します．Zin は任意のインピー
ダンス素子となります．
　LC フィルタをシミュレーションしてRC 回路で構

成するために開発されたことから，すでに完成してい
るLC フィルタ回路の構成を使って簡単にRC アクテ
ィブ・フィルタを実現できます．
　解析は，図中の（A）点，（C）点，（E）点の電圧がバ
ーチャル・ショートから等しいと置けば簡単にできま
す．
　図5−1中の表に示したように，Z1〜Z5のどれか一
つのインピーダンス素子をコンデンサにし，他を抵抗
にすれば，入力から見たインピーダンスZin はコンデ
ンサあるいはコイルになります．
　GIC回路では，必ず1個はコンデンサを使うという
ような制限はありません．ただし，OPアンプを使用
している関係で，入力バイアス電流の直流帰路を確保
する必要があります．具体的に言えば，図5−1でZ2

とZ3およびZ4とZ5を同時にコンデンサにはできませ
ん．入力側に直流帰路がなければZ1もコンデンサに
はできません．

らディジタル処理で演算することです．高精度アナ
ログ演算回路は，高精度部品を必要とするため非常
に高価になります．ディジタル処理で行えば，アナ
ログ演算で行う場合よりは安価で高性能です．

理想素子からリミッタ，圧縮/伸長回路まで
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図5−1　GIC回路
任意のインピーダンス素子を得られる．インピーダンス変換回路とも呼ばれる
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